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3 都市計画マスタープランの全体像

基本理念を支える、都市計画マスタープランに関わるすべての分野に共通する
まちづくりの基本的な進め方を示します。［Ｐ３］２ まちづくりの進め方

将来のまちづくりの方向を、基本理念として示します。［Ｐ３］１ 基本理念

基本理念を実現するために達成を目指すまちの姿として、４つの骨格ごとに「ま
ちづくりの目標」と、各地域の特性を活かした「将来都市構造（都市空間のあり
方）」を掲げます。［Ｐ４］

３ 目指すまちの姿

①自然
守り、つなげる
国立の自然

②生活・産業
みんなでつくるまち、
安心して豊かに
暮せるまち

③交通
歩きやすいみち、
歩きたくなるまち

④街並み
住む人に心地よく、
美しく個性的な
空間を育むまち

将
来
都
市
像

　４ まちづくりを進める７つのテーマ（分野別構想の体系）
� 将来都市像の実現に向け、まちづくりの骨格をなす主要な７つの分野ごとに、より
良いまちづくりを推進するためのテーマを設定します。

� 各テーマは、それぞれが個々に独立するものではなく、お互いに連携することによ
  り、総合的により良いまちの実現を目指します。
                                                                                          ［Ｐ7～10］

　５ 特色あるまちづくりを進める４つの地域（地域別構想の地域区分）
�  各地域によって異なるまちづくりの経緯や街並み形成の特徴、地形や鉄道等の
地理的要素等を勘案し、市域を北地域、東・中・西地域、富士見台地域、南部
地域の４地域に区分した上で、それぞれの地域で特色あるまちづくりの実現を
目指します。
※南部地域は、崖線を境にして、崖線北側と崖線南側の２つの地区に細区分
                                                                                      ［Ｐ11～18］

拠点（あつまり）

軸（つながり） 面（ひろがり）

各地域の特性を活かしながら、市全体として均衡ある発展を遂げるために
実現を目指す都市空間のあり方を「拠点（あつまり）」、「軸（つながり）」、
「面（ひろがり）」という３つの視点で捉え、「将来都市構造」として掲げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Ｐ５～６］

将来都市構造

＜都市計画マスタープランの構成＞
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＜まちづくりの基本理念＞
○国立市の最も重要な資源は、 

国立市にかかわるすべての 
人であり、彼らの命・尊厳・
生活を大切にし、互いに尊 
重し合い、いきいきと活動 
しやすい環境を作ることこ 
そ、まちづくりの本旨であ 
り、核として位置づけられ 
るものです。

○基本理念は、今後のまちづ 
くりを総括的かつ長期的に展望しながら、これまでの国立市のまちの成り立ちを尊重し、将来 
のまちづくりの方向を示したものです。

＜まちづくりの進め方＞

①市民が育てるまち
　「まち」は、市民の営みの舞台です。市民が個人の意見や立場を互いに尊重しながら、自
らが主体的に考え、行動してまちを育てていきます。

②コミュニティを基本としたいきがいのあるまちづくり
　「まち」は、人々のつながりを反映するものです。すべての市民が、さまざまな生き方や
生活を選択しながらも、互いに尊重し、助け合いながら、地域に根ざした活動を進めること
で、いきいきとしたまちを育てていきます。

③市民、事業者、まちづくり関係団体・ＮＰＯ、行政が協働するまちづくり
　まちづくりには、市民と、市民を育むコミュニティに加えて、事業者、商工会等経済団体、
農業協同組合、社会福祉協議会や市内外の多様なまちづくり関係団体・ＮＰＯ、行政など、多
くの人や団体が関わっています。また、教育機関等も土地利用の観点から事業者としての性 
格をもつ一方で、まちづくりにかかわる人の集まりとして、まちづくり関係団体としての顔
も持っています。それぞれが自らの役割と責任を自覚して、協働してまちを育てていきます。

④まちづくりのための行政の役割と仕組みづくり
　国立市は、くにたちに愛着のある市民自らが作り上げ、守り育ててきたまちです。行政は、市 
民の思いを大切にしながら、責任と主体性をもち、相互の信頼と対等な関係性の下、連携・協
働してまちを育てていくとともに、市民がまちづくりに対して多様な関わり方ができるよう仕
組みづくりをしていきます。
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ひとにやさしい
まちづくり

国立に残された
緑豊かな自然環境に
配慮したまちづくり

国立らしい美しく個性的な
まちづくり

産業を中心として
にぎわいと活力のある

まちづくり

子どもから高齢者まで、
しょうがいしゃを含む
すべての市民が心安らかに
暮すことができる、
安心・安全のまちづくり

子育て世代が住みたい、
住み続けたいと思える

まちづくり



4 めざすまちの姿と実現に向けた取組方策

＜まちづくりの目標＞
①自然～守り、つなげる、国立の自然～

　崖線の樹林や農地・湧水、用水が有機
的に形成する良好な自然と大学通り沿道
の街路樹は、長年にわたり地域の人々に
よって守られ、育てられてきたものです。
それは、わたしたちの日々の暮らしにう
るおいとやすらぎを与えてくれるかけが
えのないものです。
　この残された自然などを守り・修復し
ながら、そこに暮らす人々の暮らしと調和するように、よりよい自然とのつきあい方を学び、
生き物と共生できるまちをめざします。

②生活・産業～みんなでつくるまち、安心して豊かに暮らせるまち～
　国立で暮らし、働き・学ぶすべての人々が毎日の生活を安心して豊かな気持ちで営める環境
をつくりだし、維持して行くことが重要です。そして、まちが活力を維持していくためには、
産業機能が立地して、さらに生活機能と共存し、国立の文化を継承していくことが必要となり
ます。また、人々のさりげない配慮やお互いを助け合う気持ちである「こころのバリアフリー」
の共有化を図ることも重要です。これら諸問題に対応するために、あらゆる市民やグループ間
における交流を促し、地域に基づいたコミュニティの構築を支援し、それらを基盤とした市民
参加によるまちづくりを目指します。

③交通～歩きやすいみち、歩きたくなるまち～
　東西に約２㎞、南北に約４㎞の小さな国立ですが、多様な要素のあるまちです。このまちの
移動手段の基本を「歩き」と位置づけ、高齢者やしょうがいしゃを含むだれもが楽しく、安全
に歩くことができるように、都市空間のユニバーサルデザイン化及びバリアフリー化を促進し
ます。
　一方、高齢化の進展に伴い増加が見込まれる、自家用車など自らの移動手段をもたない交通
弱者に対する移動手段の確保を目的に、鉄道・バス等の公共交通機関の利便性向上や利用促進
を図ります。また、市内の通過交通については、市民の理解と協力のもと、必要であれば計画
の見直しを行い、周辺の住環境や歩行者環境に配慮したみちづくりを目指します。

④街並み～住む人に心地よく、美しく個性的な空間を育むまち～
　人の視点に立ち、このまちに住む人々が、いつまでも住み続けられるように、災害に強いま
ち、良好な住環境の保全・形成を重視した心豊かに暮らせるまち、若者や子育て中のファミリー
世帯にも魅力的なまち、そして四季が感じられる自然環境やバランスの取れた美しい景観を守
るまちをつくることが重要です。このため、計画的できめ細やかな規制や誘導を図り、暮らし
ている人々とともに街並みの創造を目指します。

4
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①自然
守り、つなげる
国立の自然

②生活・産業
みんなでつくるまち、
安心して豊かに
暮せるまち

③交通
歩きやすいみち、
歩きたくなるまち

④街並み
住む人に心地よく、
美しく個性的な
空間を育むまち



＜将来都市構造＞

１．「拠点（あつまり）」の構成
●都市拠点
幅広いサービスを提供できる広域的な中心性を備えた拠点として、公共公
益機能や商業・サービス機能、文化芸術・交流機能等の集積を図ります。
●地域拠点
地域住民の日々の暮らしに密着した商業・サービス等の生活機能の維持・
増進を図ります。
●緑の拠点
緑豊かなふれあい・交流の場として公園・緑地等の機能の維持・充実を図
ります。

２．「軸（つながり）」の構成
●緑の軸
既存の緑地空間の線的な広がりの確保と質的な向上を図ります。
●水の軸
親水性の高い良好な水辺空間の創出に努めます。
●交通の軸
鉄道やその他の道路交通とのネットワーク化を図ります。

３．「面（ひろがり）」の構成
●住宅系市街地
市民が健康で快適な都市生活を営むことができるよう、静かで緑豊かな質
の高い住環境の維持・形成を推進します。
●商業系市街地
既存の交通結節機能や商店街等の立地を最大限に活かし、公共公益機能や
商業・サービス機能、文化芸術・交流機能等の維持・増進を図ります。
●住宅・商業系複合市街地
住宅地と地域に密着した商業や業務施設が立地する景観に配慮した市街地
の形成を誘導します。
●住宅・工業系共存市街地
住宅と商業・サービス、軽工業等が共存した市街地の形成を誘導します。
●業務系市街地
近隣の住環境・自然環境と調和するような付加価値の高い企業の立地促進
に努めます。

将来都市構造図
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＜７つのテーマによるまちづくり＞ テーマ１：「地域特性にあわせた土地利用」の方針図
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魅力ある商業ゾーン

沿道の商業ゾーン

環境に配慮した住工共存ゾーン

環境に配慮した業務ゾーン

主な公園等

主な教育施設等

研究施設

地区計画区域

土地区画整理事業区域

景観に配慮した住宅・商業複合ゾーン
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安全で快適な
みちづくりテーマ５

美しい景観を大切にする
まちづくりテーマ６

安全に暮らせる
災害に強いまちづくりテーマ７ 施策２ 水害に強いまちづくりの推進

施策３ 自助・共助に支えられた防災体制の充実

地域特性にあわせた
土地利用テーマ１

水と緑と生き物を
大切にするまちづくりテーマ２

安心して豊かに暮らせる
まちづくりテーマ３

施策２ 美しい街並みづくりの推進

施策３ 都市景観形成に向けた市民活動の促進

施策１ 地震や火災等に強いまちづくりの推進

総合的な土地利用の誘導
― 住環境の保全や商業、
業務地の活性化を図り、
文教都市にふさわしい

調和のとれたまちづくり― 

自然環境の保全と回復
― 水と緑と生き物を大切にする、
うるおいのあるまちづくり ― 

地域特性に応じた
定住環境の形成

― だれでも安心できる、
やすらぎのあるまちづくり ―

特色ある地域産業の振興
― 国立らしい産業を発展させ、
活力ある都市農業を育成する

まちづくり ― 

公共空間の形成
― すべての人が安全で

快適に移動できるまちづくり ―

景観に配慮した
まちづくりの推進
― 次世代に引き継ぐ

調和のとれた美しいまちづくり ― 

施策４ 地域の公共交通体系の充実

施策５ 自転車の安全利用の推進

施策１ 地域特性を活かした都市景観形成の推進

施策１ 計画的な道路整備の推進

施策２ 既存の道路空間の安全性・快適性の向上

施策３ だれもが安心、安全な道路のユニバーサルデザイン化及びバリアフリー化の推進

施策１ 魅力ある商店街づくりの推進

地域を活性化する
産業振興 施策２ 企業誘致の促進

施策３ 都市と農業が共生するまちづくりの推進

都市防災の推進
― 安全に暮らせるまちづくり ― 

施策２ 文教都市にふさわしい子育て環境の充実

施策３ 環境への負荷の少ないまちづくりの推進

施策４ 公共施設等マネジメントの推進

テーマ４

施策５ 健康・医療・福祉のまちづくりの推進

施策３ 地域ぐるみでの緑豊かなまちづくりの推進

施策４ 下水道の適切な維持管理の推進

施策１ 良好な自然環境の保全・育成

施策２ 水循環の推進

施策３ 自然環境と住環境が調和した市街地整備の推進

施策４ 良好な自然環境の保全・育成

施策５ 土地利用の規制・誘導手法の柔軟な活用

施策１ 各地域の特性にふさわしい土地利用の誘導

施策２ 活力に満ちた都市・地域拠点の形成

施策１ ゆとりとうるおいのある親水空間づくりの推進



テーマ５：道路体系の整備方針図
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テーマ２：緑と公園等の整備方針図
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通
り

さくら通り

甲州街道
谷保駅

青
柳
大
通
り

北大通り

国立駅

Ｊ
Ｒ
南
武
線

ＪＲ中央線

矢川駅

0 500 1,000 1,500 2,000250
 

JR中央本線

JR南武線

富士見通り

大
学
通
り

学園通り

旭通り

さくら通り

甲州街道

中央自動車道

多摩川 谷保駅

矢川駅

国立駅

国立府中
I.C

JR南武線

富士見通り 大
学
通
り

学園通り

北大通り

旭通り

さくら通り

甲州街道

中央自動車道

多摩川 谷保駅

矢川駅

国立駅

国立府中
I.C

JR中央線

一橋大学

国立高

中央郵政
研修センター

東京女子
体育大学

滝乃川学園

第五商高
桐朋高

NHK学園

立川国際中等教育

国立第四小

国立第八小

国立音大
付属小

国立
第二小 国立学園

国立第五小国立第六小

国立第一小

国立第三中

国立第七小

国立
第一中

国立
第三小

NHK学園

国立第二中

国立音大
付属高・中

一橋大学

国立高

中央郵政
研修センター

東京女子
体育大学

滝乃川学園

第五商高
桐朋高

立川国際中等教育

国立第四小

国立第八小

国立音大
付属小

国立
第二小 国立学園

国立第五小国立第六小

国立第一小

国立第三中

国立第七小

国立
第一中

国立
第三小

国立音大
付属高・中

国立第二中

北第一

北第二

富士

西

東

谷保第三

谷保第一

谷保
第四

谷保第五

谷保第六
緑川東緑川西

寺之下親水

四軒在家

ママ下湧水

谷保第二

天神

城山

国立中央

矢川上

谷保緑地

青柳北緑地

新田公園

流域下水道
処理場広場

北第一

北第二

富士

西

東

谷保第三

谷保第一

谷保
第四

谷保第五

谷保第六
緑川東緑川西

四軒在家

ママ下湧水

谷保第二

国立中央

矢川上

谷保緑地

青柳北緑地

新田公園

流域下水道
処理場広場

寺之下親水

天神

城山

N

※供用済の公園は実線枠、一部または
     全部未供用の公園は点線枠で示している

中央自動車道

主な道路

鉄道

総合公園

運動公園

近隣公園

街区公園

緑地 主な教育施設等

沿道緑化

崖線

緑道

河川・水路等

凡　例

見直し候補路線（区間）



立川３・４・12

主
要

地
方

道
43

号
線

３・４・８  （北大通り）主
要

地
方

道
43

号
線

３・４・８  （北大通り）

国立鉄中付第２号線国立鉄中付第２号線
国立鉄中付第１号線国立鉄中付第１号線

国立駅

３・
４・

10
３・

４・
10

３・
４・

12

３・４・14

ＪＲ中央線

立
川

３・
３・

30

街並みに調和した
中層住宅ゾーン

魅力ある商業ゾーン

落ち着きのある
低層住宅ゾーン

環境に配慮した
業務ゾーン

都市拠点

教育施設等

主な公園等

広域避難場所

住宅密集地

団地内オープン
スペース

沿道の緑化

崖線

緑道

主な道路

鉄道

凡　例

交通の円滑化

コミュニティ施設 ＪＲ中央線高架下
利用可能区域

北地域全域に関わる事項

●地区計画制度等によるまちづくりの推進
●健康・医療・福祉のまちづくりの推進

地域密着型の
沿道商業地の形成

広域避難場所としての
機能充実

立川市との連携

都市計画道路3・4・8号線の整備、
沿道緑化

都市計画公園、
緑道の維持管理

街路樹の
維持管理

都市計画道路
3・4・14号線の整備、
南北交通の円滑化

都市計画道路3・4・10号線の整備、
南北交通の円滑化

消防水利の充実、不燃化の誘導による
防災性の向上、住宅密集地の改善

国立駅周辺
・北の玄関口にふさわしい商業、
  業務施設の立地誘導

・国立駅北口駅前広場の整備
・南北を一体化した魅力ある空間づくり

都市計画道路3・4・12号線の整備

都市計画道路の
整備要望

国分寺市との連携

緑道の維持管理団地内オープンスペースの
緑の維持

消防水利の充実、
不燃化の誘導による
防災性の向上、
住宅密集地の改善

都市計画道路
立川3・3・30号線の整備

都有地活用による地域の福祉インフラ
整備事業（認可保育所ほか）

N

＜特色ある地域のまちづくり＞

北 地 域

11・12

－となりのまちと手をつなぐ明るく住みよいまち－
隣接する国分寺市・立川市との連携・協力のもと、既存の住環境の維持・向上にも十分配慮しながら、東・中・西地域との一体的なまちづくりを推進するとともに、北の玄関

口にふさわしい商業・業務施設等の立地を誘導し、より多くの市民が安全かつ快適に暮らすことができるまちを目指します。



－個性ある商店街と学園や緑が広がる魅力あるまち－
「文教都市くにたち」を代表する大学通りや旧国立駅舎などと調和した魅力ある中心市街地として、その回遊性を高めることにより、より多くの市民が集い、来訪者を迎え、にぎ

わいのある空間を創出するとともに、教育施設や身近な緑と住宅地が調和した、より安全・快適で利便性の高いまちを目指します。

13・14

東・中・西地域

国立駅 ＪＲ中央線

３・４・７３・４・７

３・４
・13（

富士
見通
り）

３・４
・13（

富士
見通
り）

３・
４・
14

３・
４・
14

江戸街道

３・
１・
11（
大
学
通
り
）

３・
１・
11（
大
学
通
り
）

３・４・４（学園通り）３・４・４（学園通り）

３・
５・
９

３・
５・
９

３・４・６（旭通り）

３・４・６（旭通り）

３・
４・
10

３・
４・
10

立川３・３・30

文教地区にふさわしい
住宅地の形成

富士公園の整備

都市計画道路
3・4・14号線の整備、
南北交通の円滑化

国立駅周辺
・玄関口にふさわしい商業地等の形成
・商業・サービス、公共公益、文化芸術・交流の機能充実
・旧国立駅舎の再築
・国立駅南口駅前広場の整備
・国立駅南口複合公共施設（子育て支援機能等）の整備

都市計画道路3・4・10号線の整備、
南北交通の円滑化

親しみのもてる沿道商業地の形成、
快適な商業環境づくり、
歩道拡幅を視野に入れた
都市計画道路3・4・6号線の整備

東公園の整備

文教地区にふさわしい住宅地の形成

都市計画道路3・5・9号線の整備

都市計画道路３・１・11号線の整備、
緑地帯の保全、
自転車の走行空間などの整備
都市景観形成重点地区の指定
・沿道の緑の保全
・景観に配慮した沿道建築物の規制、誘導

広域避難場所としての
機能充実

国立中央公園の整備

西公園の整備

親しみのもてる沿道商業地の形成、
快適な商業環境・景観づくり、
歩道拡幅を視野に入れた
都市計画道路３・４・13号線の整備

都市計画道路3・4・7号線の整備

東・中・西地域全域に関わる事項

●地区計画制度等によるまちづくりの推進
●健康・医療・福祉のまちづくりの推進

都市計画道路
３・４・４号線の整備

都市計画道路
立川3・3・30号線の整備

街並みに調和した
中層住宅ゾーン

魅力ある商業ゾーン

落ち着きのある
低層住宅ゾーン 都市拠点

教育施設等

主な公園等

広域避難場所
沿道の緑化

崖線

主な道路

鉄道

凡　例 地区計画区域
都市景観形成重点地区

交通の円滑化

コミュニティ施設

N



－誰もが、活き活きと交流し、互いに支え合い、彩り豊かな暮らしを安心・安全・快適に楽しみつづけられるまち－
関係機関との連携・協働のもと、大規模住宅団地の再生や公共施設の再編、谷保駅及び矢川駅周辺の商業地の活性化等の取り組みを複合的に推進し、より多くの若者・子育て世代

を地域内に呼び込むとともに、高齢者がいつまでも安心して暮らすことができ、多世代がバランスよく集い、支え合うまちを目指します。

15・16

富士見台地域

谷保駅

矢川駅
3・
4・
13（
矢
川
通
り
）

3・
4・
13（
矢
川
通
り
）

3・4・4

3・
3・
15

3・
4・
14

3・
4・
14

3・
1・
11

3・
1・
11

3・4・5（さくら通り）
3・4・5（さくら通り）

3・
5・
9

3・
5・
9

江戸街道

ＪＲ南武線

3・
3・
15

大規模団地の再生計画の進捗と
共に取り組むまちづくりの推進、
健康・医療・福祉のまちづくりの推進
（地域包括ケアシステムとの連携）、
広域避難場所としての機能充実

矢川上公園の整備
団地内の緑と
オープンスペースの
維持

団地内の緑と
オープンスペースの維持

地域のシンボルとしての
沿道街路樹の維持管理

団地内の緑と
オープンスペースの維持

都市計画道路
３・５・９号線の整備

周辺の道路体系を
考慮に入れた
狭あい道路の整備、
行き止まり道路の解消

地域に密着した
親しみのある
商業地の形成

市民によるまちづくり活動の
交流拠点としての
シビックセンターの形成

広域避難場所としての
機能の充実

地域に密着した
親しみのある商業地の形成

都市計画道路
３・３・15号線の整備、
沿道緑化

沿道住民の理解と協力のもと
都市計画道路３・４・５号線の整備、
沿道緑化

さくら通りの再整備による
歩いて楽しい歩行者ネットワークの形成

富士見台地域全域に関わる事項

●緑の保全、景観形成、環境に配慮した
　まちづくりの推進
●地区計画制度等やまちづくり条例による
　良好な街並みや用途の誘導
●生産緑地の保全と拡充
●健康・医療・福祉のまちづくりの推進

沿道住民の理解と協力のもと
都市計画道路３・４・５号線の整備

大規模団地の再生計画の進捗と共に
取り組むまちづくりの推進、
健康・医療・福祉のまちづくりの推進
（地域包括ケアシステムとの連携）

ＪＲ南武線の連続立体交差事業の促進

矢川複合施設「（仮称）矢川プラス」の整備

大規模団地の再生計画の進捗と共に取り組むまちづくりの推進、
健康・医療・福祉のまちづくりの推進（地域包括ケアシステムとの連携）、
広域避難場所としての機能充実

魅力ある商業ゾーン

街並みに調和した
中層住宅ゾーン

地域拠点

教育施設等

主な公園等 沿道の緑化

崖線

凡　例 狭あい道路の
拡幅を図る地区

広域避難場所

公共施設

団地内オープン
スペース

市役所

シビックセンター

主な道路

鉄道

団地、公営住宅

交通の円滑化・公共交通
ネットワークの充実

土地区画整理事業の
施行区域

コミュニティ施設環境に配慮した
魅力ある団地ゾーン

N



－豊かな自然・歴史ある文化とともに発展するまち－
恵まれた自然と歴史ある文化遺産を保全しつつ、快適でゆとりある住環境の形成と、生活の利便性向上に配慮したまちづくりを推進するとともに、地域住民が安全・安心で快適に

暮らすことのできる都市基盤の整ったまちを目指します。

17・18

南 部 地 域

矢川駅

谷保駅

３・
３・
15

３・
３・
15

３・４・１（甲州街道）３・４・１（甲州街道）

見直し候補路線（区間）見直し候補路線（区間）
３・４・３

３・
４・
14

３・
４・
14

ＪＲ南武線

３・
４・
16

３・
４・
16

３・４・５３・４・５

中央自動車道

中央自動車道

３・３・２３・３・２
多
摩
川

多
摩
川

３・４・３

沿道環境に配慮した
都市計画道路３・４・５号線の整備
生き物の生態系に配慮した
矢川の保全

崖線の緑や水路など自然環境に配慮した
都市計画道路３・３・15号線の整備、
富士見台地域との連携強化

矢川駅南口周辺の
都市基盤整備

都市計画道路３・４・１号線の歩道拡幅を含めた
道路環境の改善と沿道屋敷林の保全
都市計画道路３・４・14号線の整備、
富士見台地域との連携強化

天神公園の整備、
緑の空間をつなぐネットワークの形成
谷保駅南口周辺の
都市基盤整備

都市計画道路
３・３・２号線の整備、
沿道緑化による
緑のネットワークの形成

沿道緑化による
緑のネットワークの形成

多摩川の水辺環境の保全、
治水対策

都市計画道路３・４・３号線の整備城山公園の整備、拡充
緑の空間をつなぐ
ネットワークの形成

都市景観重点地区に指定
・崖線、湧水群の一体的な自然環境の保全

ＪＲ南武線の連続立体交差事業の促進

地域環境に配慮した土地区画整理事業等

南部地域全域に関わる事項

●生産緑地の保全と拡充
●狭あい道路の整備
●地区計画制度等によるまちづくりの推進
●健康・医療・福祉のまちづくりの推進

街並みに調和した
中層住宅ゾーン

環境に配慮した
住工共存ゾーン

緑豊かな
低層住宅ゾーン

地域拠点

教育施設等

研究施設

沿道の緑化

崖線

緑道

主な道路

鉄道

凡　例

地区計画区域

基盤整備が
望まれる地区

河川・水路

環境に配慮した
業務ゾーン

主な公園等

都市景観重点地区

広域避難場所

中央自動車道

コミュニティ施設

交通の円滑化・公共交通
ネットワークの充実

農地と一体となった
緑豊かな市街地の形成

景観に配慮した住宅・
商業複合ゾーン

N



5 計画の実現に向けて

＜まちづくりの役割分担＞
○都市計画マスタープランに基づいてまちづくりを進めるためには、市民、事業者、まちづくり

関係団体・ＮＰＯ等及び行政が、お互いの立場を理解しつつ相互の協力に努め、共有した目標
のもとに連携し、それぞれの役割と責任を果たしていくことが必要です。

○「文教都市くにたち」のシンボルである一橋大学をはじめとした教育機関との連携・交流を 
深め、また、国立内外の専門家と連携する仕組みの確立により、市民、事業者、まちづくり関
係団体・ＮＰＯ等及び行政が一体となって、それぞれが情報発信できる環境づくりを推進しま
す。

＜まちづくりの具体化＞
○まちの課題は、市民、事業者、まちづくり関係団体等と行政が共に力を合わせて解決していく

必要があります。

○行政は、市民や事業者と基本的なまちづくりの方針を共有するとともに、市民等による課題対
応型まちづくりの相談や提案を受け止め、市民等が主体となったまちづくりを支援します。

○都市計画マスタープランの改訂において、多くの市民や事業者の方々からいただいたまちづく
りの提案、提言については、今後、具体的な個別計画づくりの段階で、都市計画マスタープラ
ンの各方針との整合を図りながら、市民参加のもとに検討を進めることとします。

＜まちづくりの推進体制＞
○市民参加、市民参画によるまちづくりを推進、実現するため、合意形成を図るための市民意識

の醸成を図ります。

○行政と市民が相互の信頼と対等な関係性のもと、より多様で豊かなまちを実現するため、国立
市まちづくり条例等に基づいて、市民等が行政に参画できる仕組みづくりを推進します。

○行政は、職員の市民との協働に対する意識啓発に努め、庁内の関係各課との連携を図り、ま 
ちづくりに関連する個別計画との整合性を考慮して、総合的・一体的な取り組みを行うとと 
もに、国、都、周辺都市との連携を密にし、まちづくりが円滑に進むよう、計画や事業の調整
を図ります。

＜都市計画マスタープランの評価と見直し＞
○都市計画マスタープランは、計画が長期にわたることから、５年を目途として、定量的な指 

標等を活用した市民参加による進捗状況の分析・評価を実施した上、必要と認められた場合 
には、基本的な理念を尊重しながら見直しを行います。

○都市計画マスタープランに基づくまちづくりを具体化していく中で、事業内容の見直しや新た
な事業の立案等に柔軟な対応を図り、実効性のある方針としていきます。

○上位計画との整合性を図るとともに、市民の価値観の変化や社会経済状況など時代のすう勢に
伴い全面的に見直しの必要が生じた場合には、都市計画マスタープラン策定において行われた
市民会議による市民提案の作成という市民参加の方法を踏まえ、改めて市民参加で見直しを行
うこととします。
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